



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































On Ming Emperor Jingtai’s Posthumous Names
Kunio TAKINO
Abstract
This paper investigates the matter of Ming Emperor Jingtai’s posthumous name being 
changed three times. The result of the investigation shows that each of the posthumous 
names reflects the feelings that each of the emperors who bestowed them had toward 
Emperor Jingtai.
［補注］
　また，袁宏（字は彦伯。晉・咸和三年〔三二八〕～太元元年〔三七六〕）の『後漢紀』は，つぎのような後漢の
荀爽（字は慈明。潁川潁陰（今の河南許昌）の人。後漢・永建三年〔一二八〕～建寧二年〔一六九〕）の対策を引
用する。
　　 ［永康元年（一五三年）六月甲寅］潁川の荀爽の對策に曰く，「臣　聞く火は木に生ず。故に其の德は孝なり。
漢の帝に謚して「孝」と稱するは，其の義　此れに取るなり（『後漢紀』後漢孝桓皇帝紀下卷・第二十二）。
後漢の荀爽によれば，漢は火德の王朝であり，その德目は「孝」であるので，漢の歴代の皇帝の謚の最初に「孝」
字をつけるのであるという。
95景泰帝の諡号の恭仁康定景について
